
［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］①面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ②労働保険料分納可能（年3回）③
家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会☎075(252)0287

新
理
事
長
に
吉
田
昌
弘
氏

京
都
府
ふ
ぐ
組
合 

総
会

さ
ら
に
10
年
、
20
年
、

そ
し
て
次
の
１
０
０
年
に

全
て
の
組
合
、
関
係
者
に
感
謝
を

　

去
る
令
和
５
年
９
月

20
日
（
水
）、
午
後
１
時

よ
り
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
、

京
都
府
ふ
ぐ
組
合
が
第

74
回
と
な
る
総
会
を
開

催
し
た
。

　

亀
井
一
洋
理
事
長
が

議
長
を
務
め
た
総
会
で

は
各
議
案
を
全
て
承
認
、

役
員
改
選
で
は
平
成
19

年
か
ら
８
期
16
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
理
事
長

を
務
め
た
そ
の
亀
井
氏

が
相
談
役
に
、
新
た
に

吉
田
昌
弘
氏
が
理
事
長

に
就
任
し
た
。
ま
た
新

た
に
室
田
敏
弘
氏
、
中

西
巧
氏
が
理
事
に
就
任

し
た
。
一
般
財
団
法
人 

全
国
ふ
ぐ
連
盟
代
表
理

事
会
長
は
引
き
続
き
亀

井
氏
が
務
め
る
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に

は
西
田
昌
司
参
議
院
議

員
ら
の
来
賓
を
迎
え
、

吉
田
新
理
事
長
が
新
体

制
に
向
け
て
の
抱
負
を

述
べ
、
お
よ
そ
50
名
の

組
合
員
、
関
係
者
が
親

交
を
深
め
た
。

時
間
額

祝
賀
会
は
、
祇
園
甲
部
の
芸
妓
と
、
五
花
街
の

舞
妓
に
よ
る
祝
舞
で
幕
を
開
け
た
。
特
に
五
花

街
か
ら
総
勢
20
名
の
舞
妓
が
ひ
と
つ
の
舞
台
に

揃
う
の
は
希
有
で
あ
り
、
壮
観
で
あ
っ
た

乾
杯
は
石
田
宗
久
京
都
府
議
会

議
長
の
音
頭
で
、
高
々
と
盃
を

掲
げ
た

京
都
府
か
ら
は
連
合
会
の
長
年

の
活
動
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た

記
念
式
典
、
祝
賀
会
に
は
い
ず
れ
も
２
０
０
名
を
越
え
る
関
係
者
が
参
加
し
た

　

去
る
令
和
５
年
９
月

13
日
（
水
）
午
後
５
時

よ
り
、
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
京
都
府
料

理
飲
食
業
組
合
連
合
会

が
記
念
式
典
、
並
び
に

祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
京
都
で
行
っ
た
。

　

都
倉
俊
一
文
化
庁
長

官
、
西
脇
隆
俊
京
都
府

知
事
、
門
川
大
作
京
都

市
長
ら
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
記
念
式
典
、
祝

賀
会
と
も
参
加
者
は
２

０
０
名
を
越
え
、
組
合

関
係
の
催
し
と
し
て
は

久
し
く
な
か
っ
た
盛
大

な
会
と
な
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
全
員

で
国
歌
斉
唱
、
ま
た
物

故
者
に
対
す
る
黙
祷
を

行
い
、
都
倉
長
官
、
西

脇
知
事
、
門
川
市
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
西
脇
知
事
か

ら
は
同
連
合
会
に
対
し

て
感
謝
状
の
授
与
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　

会
場
を
移
し
て
の
祝

賀
会
は
祇
園
甲
部
の
芸

妓
、
さ
ら
に
祇
園
甲
部
、

宮
川
町
、
先
斗
町
、
上

七
軒
、
祇
園
東
の
五
花

街
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
名
、

計
20
名
に
よ
る
舞
妓
た

ち
の
華
や
か
な
祝
舞
で

賑
々
し
く
始
ま
り
、
ま

た
人
気
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
谷
口
キ
ヨ
コ
氏
の

軽
妙
な
司
会
で
、
各
所

で
談
笑
に
花
が
咲
き
、

盛
会
の
う
ち
に
散
会
と

な
っ
た
。

　

そ
の
挨
拶
で
園
部
平

八
会
長
は
１
０
０
年
の

節
目
に
あ
た
り
、
同
連

合
会
を
導
い
て
き
た
先

達
や
、
全
て
の
組
合
、

全
て
の
関
係
者
に
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

各
方
面
か
ら
は
、
さ

ら
に
次
の
５
年
、
10
年
、

１
０
０
年
続
く
よ
う
に

と
の
激
励
も
あ
り
、
そ

れ
ら
の
言
葉
を
胸
に
刻

み
、
気
持
ち
も
新
た
に

組
合
運
営
に
当
た
る
と

し
た
。

園
部
平
八
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
都
倉
俊
一
文
化
庁
長
官
、
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
門
川

大
作
京
都
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た

円

京都府
最低賃金

令和5年
10月6日から適用

（40円引き上げ）

箸
や
す
め

ず
い
ぶ
ん
前
の
話
に
な
る
が
、学
生
時
代
、

信
州
の
雪
山
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー
に

出
か
け
た
。
泊
ま
れ
れ
ば
良
し
、
と
い
う

宿
を
と
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
晩
餐
、
野
沢

菜
の
中
に
奴
が
隠
れ
て
い
た
。
知
ら
ず
に

口
に
含
ん
だ
友
人
が…

。
そ
の
後
の
顛
末

は
伏
せ
て
お
こ
う…

。◆
書
く
の
も
お
ぞ

ま
し
い
が
、
奴
の
名
は
カ
メ
ム
シ
。
各
地

で
大
量
発
生
し
て
お
り
、
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
気
温
の
高
い
日
が
続
い
た
こ
と
が

原
因
と
言
わ
れ
る
が
、
組
合
員
各
位
の
お

店
に
被
害
は
な
い
だ
ろ
う
か
。◆
わ
ず
か

２
㎜
の
隙
間
で
入
っ
て
く
る
と
は
い
え
、

店
に
目
張
り
を
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
。

対
策
と
し
て
は
通
常
の
殺
虫
剤
や
凍
結
ス

プ
レ
ー
が
有
効
だ
そ
う
だ
。
植
え
込
み
、

植
栽
が
あ
る
場
合
は
そ
の
手
入
れ
も
重
要

と
か
。◆
奴
が
多
い
年
は
厳
冬
だ
と
か
、

大
雪
だ
と
か
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
長
期
予
報
で
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
な
ど
の
影
響
で
暖
冬
と
の
こ
と
だ
が
、

さ
て
。
と
も
あ
れ
、
風
も
乾
き
気
味
で
、

秋
を
感
じ
ら
れ
る
日
も
増
え
た
。
食
材
の

宝
庫
シ
ー
ズ
ン
、よ
う
や
く
到
来
で
あ
る
。

閉
会
後
は
役
員
が
揃
っ
て
参
加

者
各
位
を
見
送
っ
た

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６２号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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11
月
は
「
促
進
月
間
」
で
す

標
準
営
業
約
款
普
及
登
録

　

営
業
者
が
標
準
営
業

約
款
の
登
録
を
行
い
た

い
場
合
は
、（
公
財
）
京

都
府
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
に
登
録
申

込
み
を
行
い
、
承
認
を

受
け
た
後
は
登
録
店
で

あ
る
こ
と
を
表
示
す
る

標
識
と
約
款
要
旨
を
店

頭
に
掲
示
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
・
消
費
者
は

標
識
等
に
よ
り
、
標
準

営
業
約
款
に
従
っ
た
安

心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
店
で
あ
る
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
制
度
を
十
分
理
解

し
た
登
録
店
が
増
加
し
、

技
術
・
安
全
・
衛
生
面

等
で
業
界
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
・

消
費
者
の
生
衛
業
に
対

す
る
一
層
の
安
心
と
信

頼
が
深
ま
り
、
お
店
の

令
和
五
年
度

第
一
回
料
理
勉
強
会 

開
催

　

今
期
最
初
の
料
理
勉

強
会
が
去
る
９
月
４
日
、

ア
ジ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

芙
蓉
園
（
京
都
市
上
京

区
今
出
川
町
３
２
４
）
に

て
、
加
地
賢
治
さ
ん
を

講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
加
地
さ
ん

の
お
父
様
は
長
く
四
条

河
原
町
で
中
華
料
理
店

を
営
ま
れ
て
い
た
料
理
の

達
人
で
、
そ
の
後
は
次
男

さ
ん
が
継
が
れ
、
お
店

を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
長
男
で
あ
る

賢
治
さ
ん
お
店
で
あ
る
烏

丸
今
出
川
の
「
ア
ジ
ア
ン

レ
ト
ラ
ン
芙
蓉
園
」
に
お

邪
魔
し
て
「
京
中
華
と
タ

イ
料
理
の
融
合
」
を
テ
ー

マ
に
、
調
理
方
法
や
調

味
料
の
紹
介
な
ど
を
拝

聴
し
な
が
ら
試
食
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
タ
イ
ト
ル
は

「
町
中
華
を
訪
ね
て
（
京

都
中
華
）」
で
、

①
か
ら
し
そ
ば

②
鳳
凰
蛋

③
玉
子
春
巻
き

④
海
南
鶏
飯

と
い
う
４
つ
の
料
理
の

説
明
を
詳
し
く
聞
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
品
目
は
か
ら
し
そ
ば

（
労
麺
・
写
真
①
）。戦
後

の
京
都
の
中
華
料
理
の

祖
で
あ
る
高
華
吉
さ
ん

の
お
弟
子
さ
ん
達
の
お
店

で
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
麵
料
理
で
、
近
年
マ

ス
コ
ミ
等
で
紹
介
さ
れ

て
さ
ら
に
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

茹
で
た
麺
を
酢
で
溶

い
た
辛
子
と
醤
油
で
和

え
て
、
上
か
ら
鶏
肉
や

エ
ビ
・
椎
茸
・
レ
タ
ス

な
ど
を
加
え
た
あ
ん
か

け
そ
ば
で
す
。

　

二
品
目
は
か
し
わ
卵
焼

き
（
鳳
凰
蛋
・
写
真
②
）

で
、「
有
名
な
和
食
料
理

人
が
大
好
き
な
料
理
で

す
」
な
ど
と
、
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
さ
ら
に
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
く

切
っ
た
鶏
の
む
ね
肉
と
玉

ね
ぎ
を
さ
っ
と
油
通
し

し
て
、
卵
３
個
と
軽
く

和
え
、
多
め
の
油
で
弧
を

描
く
よ
う
に
混
ぜ
、
半

分
ほ
ど
加
熱
し
た
ら
醤

油
・
砂
糖
・
水
溶
き
片

栗
粉
と
い
う
調
味
で
軽

く
混
ぜ
合
わ
せ
完
成
で

す
。
火
を
通
し
す
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

三
品
目
は
説
明
の
み

と
な
り
ま
す
が
、
玉
子

春
巻
き
。
今
で
は
京
都

の
中
華
料
理
店
で
も
数

少
な
く
な
っ
た
自
家
製

の
皮
を
作
る
春
巻
き
で

す
。
卵
・
澱
粉
・
小
麦

粉
を
練
り
合
わ
せ
、
そ
の

生
地
を
休
ま
せ
る
こ
と
、

ま
た
生
地
の
濃
度
や
ク

レ
ー
プ
状
に
焼
く
時
の
鍋

の
温
度
が
重
要
で
す
。
中

に
入
れ
る
具
材
は
豚
肉
・

白
ネ
ギ
（
昔
は
黄
ニ
ラ

を
使
っ
て
い
た
か
も
）
椎

茸
・
筍
・
エ
ビ
な
ど
を
味

付
け
し
て
炒
め
た
も
の
。

こ
れ
を
細
長
く
巻
い
て

パ
リ
ッ
と
揚
げ
ま
す
。

　

四
品
目
は
海
南
鶏
飯

（
タ
イ
式
鶏
ご
は
ん
）。
こ

れ
は
勉
強
会
後
の
懇
親

会
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
茹
で

鶏
と
そ
の
茹
で
汁
で
調
理

し
た
米
飯
を
共
に
皿
へ
盛

り
付
け
た
米
料
理
で
、

中
国
南
部
や
香
港
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
な

ど
で
広
く
浸
透
し
て
い

る
屋
台
料
理
で
す
。「
親

し
み
や
す
い
の
で
ぜ

ひ
皆
様
の
お
店
の
メ

ニ
ュ
ー
に
も
取
り
入
れ

て
み
て
は
」
と
の
思
い

も
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
そ
の

他
に
ク
ラ
ゲ
や
皮
蛋
の

ス
パ
イ
シ
ー
サ
ラ
ダ
や
、

牛
ヒ
レ
肉
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
炒
め
、
大
海
老
の

卵
白
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス

な
ど
も
テ
ー
ブ
ル
に
並

べ
ら
れ
、
参
加
者
は
お

互
い
の
調
理
方
法
の
違
い

や
提
供
や
盛
り
付
け
な

ど
議
論
で
盛
り
上
が
り
、

濃
密
な
時
間
を
持
つ
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
事

前
準
備
か
ら
資
料
作
成
・

料
理
提
供
・
説
明
等
、

お
世
話
に
な
っ
た
加
地

さ
ん
に
改
め
て
紙
面
を

通
し
て
お
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
次
回
の

勉
強
会
に
は
さ
ら
に
多

数
の
参
加
も
希
望
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

副
理
事
長　

矢
野
義
雄

経
営
の
安
定
と
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

11
月
は
そ
の
標
準
営

業
約
款
普
及
登
録
の
促

進
月
間
と
な
り
ま
す
。

是
非
、
普
及
登
録
促
進

月
間
に
Ｓ
マ
ー
ク
の
登

録
を
お
考
え
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度 

第
４
回
理
事
会

料
理
勉
強
会
を
同
時
開
催

　

去
る
令
和
５
年
９
月

４
日
（
月
）
午
後
２
時

30
分
よ
り
、
ア
ジ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
芙
蓉
園
に

て
、
第
４
回
理
事
会
と
、

令
和
５
年
度
第
１
回
料

理
勉
強
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

理
事
会
の
議
題
は
次

の
と
お
り
。

⒈⒉⒊⒋⒌⒍⒎
全
国
大
会
参
加
に
つ
い
て

勉
強
会
に
つ
い
て
（
詳
細
は
左
記
）

大
相
撲
夏
場
所
公
演
に
つ
い
て

Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア
参
加
に
つ
い
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集
に
つ
い
て

連
合
会
１
０
０
周
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

（
関
連
記
事
一
面
）

組
合
退
会
者
に
つ
い
て

笑
う
こ
と
か
ら
先
ず
一
歩

洛
北
料
旅
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

洛
北
料
旅
飲
食
業
組

合
が
去
る
令
和
５
年
９

月
４
日
、
嵐
電
一
両
を

貸
し
切
り
、
電
車
落
語

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
四
条
大
宮
駅

に
集
合
し
、
一
路
嵐
山

駅
へ
。
電
車
内
で
は
組

合
員
で
あ
る
有
職
料
理
・

西
陣
魚
新
の
弁
当
で
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
。
嵐
山
駅

で
係
留
し
た
車
内
で
は
、

上
方
落
語
の
噺
家
、
桂

三
若
が
時
事
ネ
タ
を
取

り
入
れ
た
マ
ク
ラ
で
笑

い
を
誘
い
、
新
作
落
語

「
妻
の
旅
行
」、
古
典
落

語
「
死
神
」
を
披
露
。

抱
腹
絶
倒
の
70
分
を
過

ご
し
た
。

　

笑
い
は
免
疫
力
を
高

め
、
脳
の
働
き
を
活
性

化
し
、
血
行
促
進
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、
幸
福
感
を
も
た

ら
す
効
果
が
あ
る
。
長

ら
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

は
人
前
で
大
笑
い
す
る

こ
と
を
躊
躇
さ
せ
た
が
、

あ
る
べ
き
日
常
に
戻
そ

う
と
す
る
組
合
の
動
き

で
も
あ
る
。

　

沈
み
か
け
た
組
合
の

活
気
を
今
一
度
呼
び
戻

す
べ
く
、
明
る
く
心
豊

か
な
組
合
活
動
、
ま
た

親
睦
の
意
図
の
も
と
、

実
り
あ
る
イ
ベ
ン
ト
開

催
と
な
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に

子
ど
も
食
堂
を
応
援

　

来
る
令
和
５
年
10
月

28
日
（
土
）、「
わ
く
わ

く
ど
き
ど
き
西
寺
公
園

秋
祭
り
」
が
唐
橋
西
寺

公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
同
イ
ベ
ン
ト
で
は

子
ど
も
食
堂
ブ
ー
ス
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
と
は
、

無
料
や
安
価
で
栄
養
の

あ
る
食
事
が
と
れ
る
場

所
の
こ
と
で
、
家
族
揃
っ

て
ご
飯
を
食
べ
る
事
が

難
し
い
子
供
達
に
対
し

て
、
共
食
の
機
会
な
ど

を
提
供
す
る
場
所
で
す
。

子
供
同
士
、
親
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
も
昨
今
、

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
子
ど

も
食
堂
の
運
営
に
は
課

題
も
多
く
存
在

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
寄
付
な
ど
の

支
援
も
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な

場
を
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
親

子
や
子
供
に
対
し
て
、

各
個
人
店
で
負
担
す
る

に
は
継
続
が
難
し
い
状

態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
食

堂
応
援
団
の
団
長
で
当

組
合
青
年
部
の
国
本
忠

義
副
部
長
が
、
本
年
も

牧
野
理
事
長
に
こ
の
厳
し

い
財
政
難
や
経
営
状
況

を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、

当
組
合
か
ら
協
賛
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
子
ど
も
食
堂

応
援
団
で
は
、
運
営
の

負
担
を
軽
く
す
る
べ
く
、

出
店
し
て
い
た
だ
い
た

店
舗
様
の
売
り
上
げ
の

10
％
を
子
ど
も
食
堂
へ

寄
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
開
催
は

大
成
功
を
収
め
、
た
く

さ
ん
の
親
子
や
子
供
が

笑
顔
の
絶
え
な
い
１
日

と
な
り
ま
し
た
。
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
予

定
し
て
お
り
、
子
供
達

の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
、

食
育
と
し
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

青
年
部 

事
務
局藤

井
悠
一

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
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同
業
組
合

京
都
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京
区
二
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富
小
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入
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京
都
府
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華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
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安心と安全を約束する
３つの「Ｓ」
S afety　安全であること
Ｓマークの店は、損害賠償責任保険に加入済み。
万一の事故にも速やかに対応できます。

tandard　安心であることS
Sマークの店は、サービスの内容を明確に表示。
安心できるサービスを約束します。

anitation　清潔であることS
Ｓマークの店は、施設・設備の厳しい管理基準を
守り、気持ちの良いサービスをお約束します。

❶

❷
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接
種
期
間

申
請
期
間

助
成
額

： 

令
和
５
年
10
月
１
日（
日
）〜
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

： 

令
和
５
年
10
月
１
日（
日
）〜
令
和
６
年
３
月
31
日（
日
）

： 

一
人 

１
５
０
０
円

◆◆◆

前
年
所
得
が
保
険
料
の
算
定
対
象
に

10
月
は
保
険
料
の
更
新
月
で
す

　

10
月
分
の
国
民
健
康

保
険
料
納
入
告
知
書
に

つ
い
て
各
所
属
組
合
を

と
お
し
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

料
飲
国
保
組
合
は
、

毎
年
10
月
に
、
国
民
健

本
来
の
大
切
な
意
味
を
改
め
て

魚
鳥
施
餓
鬼
で
過
去
帳
を
公
開

　

京
都
料
理
組
合
は
、

去
る
令
和
５
年
９
月
15

日（
金
）午
後
３
時
よ
り
、

例
年
ど
お
り
金
戒
光
明

寺
に
お
い
て
、
物
故
者

法
要
並
び
に
魚
鳥
施
餓

鬼
を
行
っ
た
。
同
組
合

員
な
ど
51
名
が
参
加
、

本
年
の
関
係
物
故
者
は

５
名
。
第
76
世
藤
本
淨

彦
（
じ
ょ
う
げ
ん
）
法

主
を
は
じ
め
、
同
院
の

僧
侶
が
揃
っ
て
読
経
、

「
オ
ン
・
シ
ュ
リ
マ
リ
マ

マ
リ
・
マ
リ
シ
ュ
シ
ュ

リ
・
ソ
ワ
カ
」
の
真
言

が
唱
え
ら
れ
、
続
い
て

地
蔵
尊
に
て
も
法
要
が

行
わ
れ
た
。

　

魚
鳥
施
餓
鬼
は
生
も

の
を
扱
う
職
業
と
し
て
、

魚
や
鳥
を
供
養
す
る
も

の
。
ま
た
仏
教
教
義
と

し
て
も
不
殺
生
＝
生
命

の
尊
重
・
慈
悲
の
精
神

に
基
づ
き
、
他
の
生
命

の
お
陰
で
生
き
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
慰
霊
す

る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
物
故
者
の
供
養
も

ひ
と
つ
の
大
き
な
目
的

だ
。

　

藤
本
法
主
は
そ
の
説

話
の
中
で
「
変
わ
る
も

の
、
変
わ
ら
ざ
る
も
の

の
見
極
め
を
」
と
述
べ
、

ま
た
今
回
は
寺
田
紳
一

組
合
長
の
「
こ
の
催
事

の
本
来
の
大
切
な
意
味

を
、
今
一
度
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う

考
え
か
ら
、
大
方
丈
に

初
め
て
過
去
帳
が
公
開

さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
故
人
に
思
い
を
馳

せ
た
。

康
保
険
料
の
算
定
対
象

と
な
る
所
得
を
「
前
々

年
所
得
」
か
ら
「
前
年

所
得
」
に
変
更
し
ま
す

の
で
、
10
月
分
の
保
険

料
か
ら
は
前
年
（
令
和

４
年
）
所
得
を
基
に
算

同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
る

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
要
注
意
！

　

10
月
上
旬
に
、
各
組

合
員
の
皆
様
の
自
宅
あ

て
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

の
ご
案
内
」（
裏
面
に
、

世
帯
申
請
用
の
「
申
請

書
」）
を
送
付
し
ま
し
た

が
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？ 

今
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
す
で
に

８
月
下
旬
か
ら
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
同
時

の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
早
め
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策

を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　

今
年
も
世
帯
単
位
の

申
請
の
他
に
、
事
業
所

単
位
で
の
一
括
申
請
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
事
業
所
一
括
申
請
用
申

請
書
（
従
業
員
等
の
「
申

請
者
一
覧
」
を
添
付
）」

は
各
所
属
組
合
に
請
求

い
た
だ
く
か
、
料
飲
国

保
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

申
請
書
に
は
、
接
種

特
定
健
診
に
血
管
年
齢
、
婦
人
科
検
診

骨
健
康
度
測
定
を
プ
ラ
ス

　

10
月
上
旬
に
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
の
ご
案
内
」
と
同
封

し
て
、「
特
定
健
診
を
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
」
の
チ

ラ
シ
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
に
「
み
や
こ

め
っ
せ
」
で
40
歳
以
上
の

特
定
健
診
対
象
者
で
今
年

度
未
受
診
の
方
を
対
象
に
、

「
特
定
健
診
＋
血
管
年
齢
・

骨
健
康
度
測
定
＋
婦
人
科

検
診
（
乳
が
ん
、
子
宮
頸

が
ん
検
査
）」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
是
非
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
受
診
く
だ

さ
い
。

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
〉

さ
れ
た
方
の
氏
名
等
が

記
載
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
代
の

「
領
収
書
」
の
他
に
、
今

ま
で
に
他
の
給
付
金
を

受
け
て
い
な
い
方
は
「
給

付
金
振
込
口
座
申
出
書
」

と
「
金
融
機
関
の
通
帳

（
写
）」
の
添
付
が
必
要

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
率
等
の
改
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
々

年
（
令
和
３
年
）
所
得

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

し
て
の
休
業
・
営
業
時

間
短
縮
の
協
力
金
等
が

含
ま
れ
て
い
た
方
も
あ

り
ま
し
た
が
、今
回
、
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
を

確
認
い
た
だ
き
、
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
所
属
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

第466号

京
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無料特定健診 基本項目 ／ 血液検査  追加項目

詳しくはwebで検索!

無料測定

●身体測定
●血圧
●尿検査
●血液検査
●医師による診察

●貧血検査
●肝機能検査
●脂質検査

●血管年齢測定
●骨健康度測定

◇ 

日　
　

時 

： 

令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

  

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

◇ 

場　
　

所 

： 

み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）

◇ 

申
込
締
切 

： 

12
月
８
日（
金
） 

料
飲
国
保
組
合
ま
で

◇ 

申
込
方
法 

： 

自
宅
宛
に
送
付
し
た
チ
ラ
シ
の
裏
面
の

　
　
　
　
　
　

  「
特
定
健
診
申
込
書
」

料飲国保組合

https://www.kyo-ryoinkokuho.com/

検索

毎年人気の
無料測定!
すぐに結果が
わかります!!

どの検査も
無料で追加
できます!

京  都  料  理  飲  食  新  聞（３）２０２３年（令和５年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６２号



言
い
た
い

放
談

今
月
の

理事会だけの付き合い、だけじゃなくね。

京
都
中
京
料
理
飲
食
業
組
合　

理
事
長　

松
井
信
也

ま
つ　

い

し
ん　

や

人
手
不
足
、
組
合
員
増
、
諸
問
題
も

皆
さ
ん
の
お
店
に
伺
っ
て
か
ら

児
童
館
勤
務
と
い
う
前
職
か
ら

56
歳
で
異
色
の
デ
ビ
ュ
ー

歴
15
年
の
立
ち
飲
み
屋
で
す
が…

組
合
の
大
切
さ
は
知
っ
て
ま
す

リ
ク
ル
ー
ト
も
組
合
員
拡
大
も

い
ろ
ん
な
や
り
方
が
あ
る
は
ず

京
都
中
京
料
理
飲
食
業
組
合

昭
和
25
年
９
月
設
立

加
盟
店
舗
数
：
１
７
０
軒（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】京
都
市
中
京
区
雁
金
町
３
７
３

み
よ
い
ビ
ル
２
０
５
号

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
３
１
）２
６
２
７

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
１
１
）４
６
０
４

茶と出汁の狭間に
新たな妙味の予感

ハイブリッド茶葉

　「一等一席」。茶の世界で「天下一」
を意味し、その称号でもある。昨年の
全国茶品評会 玉露部門 一等一席 農
林水産大臣賞受賞玉露が同社のもの
だ。25ｇでお値段 2万8千80円。日
本一の玉露の値打ちはこれほどなので
ある。同社の設立は1970年。玉露の
名産地である京田辺で、小規模茶園の
利を生かし、手摘み玉露など丁寧に製
造する玉露を中心に、茶全般を扱う比
較的新しい会社だ。扱う銘柄は玉露だ
けで10 数種、全アイテムは500 種前
後という。その中の「しあわせ茶」という面白い商品に着目した。
「正月や親戚が集まるめでたい商品を」と、玉露や煎茶から選っ
た茎茶、抹茶、玄米茶に縁起物の昆布もブレンドしたハイブリッ
ドな茶葉だ。もちろん、いわゆる昆布茶ほどの出汁感はないの
だが、淹れて飲むとほんのり風味がある。「まずはお茶漬け。海
外では専用のお茶として使っていただいている店もあります」と取
締役の田宮彰悟さん。玉露の粉末と塩糀を合わせたものや、茶

葉を使った漬物の元など、料理に転化する商品もいくつか開発中だとい
う。お茶漬けに合うのであれば…と、今回は利尻昆布の出汁でこのお
茶を淹れ、少しとろみをつけてエビ入りの蓮根まんじゅうにかけてみた。
調味料は塩のみ。写真の出汁の色、これはお茶の色である。お茶でも
あり、出汁でもあり。創意をくすぐられはしまいか？
取材協力：舞妓の茶本舗　京田辺市普賢寺上大門 2-1　☎0774（62）0256
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松
井 
信
也
（
ま
つ
い 

し
ん
や
）

名
古
屋
か
ら
大
学
入
学
を
機
に
京
都
へ
。
２
０
０
８
年
「
立
ち
呑

み 

き
ゃ
さ
」
を
開
業
。
現
在
は
「
座
り
呑
み 

き
ゃ
ば
ぁ
」「
ち
ょ

い
呑
み 

き
ゃ
座
」
の
計
３
店
舗
を
経
営
。
木
屋
町
を
含
む
中
京
は

「
や
っ
ぱ
り
京
都
の
中
心
と
い
う
感
覚
は
あ
り
ま
す
ね
」
と
の
こ
と

２
０
２
３
年
９
月
号
の
二
面
に
お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

第
１
１
７
回 

京
料
理
展
示
大
会
に
つ
い
て
、
開
催
予
定
日
を

「
来
る
12
月
13
日
（
水
）
と
12
日
（
木
）
の
両
日
」
と
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
、「
来
る
12
月
13
日
（
水
）
と
14
日
（
木
）
の
両
日
」
で
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂　正

　

も
と
も
と
は
京
都
市

内
の
児
童
館
勤
務
で
、

そ
の
後
は
京
都
学
童
保

育
連
絡
協
議
会
の
事
務

局
長
を
務
め
、
大
学
の

非
常
勤
講
師
な
ど
も
兼

任
す
る
と
い
う
よ
う
な

仕
事
を
し
て
た
ん
で
す
。

　

た
だ
、
昔
か
ら
飲
食

店
に
、
と
い
う
か
飲
み

に
行
く
の
は
大
好
き
で
、

酒
好
き
で
、
人
好
き
と

言
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

い
ず
れ
は
飲
食
店
を
や

り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
て
ね
。「
55
歳

で
は
遅
い
よ
」
て
な
声

も
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ

ま
で
の
仕
事
も
辞
め
て
、

退
路
も
全
て
絶
っ
て
、

２
０
０
８
年
、
56
歳
で

自
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

と
言
っ
て
も
素
人
で

す
か
ら
、
い
き
な
り
料

理
屋
と
い
う
わ
け
に
も

い
か
ず
、
大
好
き
な
立

ち
飲
み
屋
さ
ん
を
参
考

に
、
と
い
う
か
シ
ス
テ

ム
を
勝
手
に
マ
ネ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
（
笑
）。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
丼
を
置

い
て
お
金
を
入
れ
て
も

ら
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
オ

ン
。
ボ
ト
ル
に
は
「
５
」

と
か
「
６
」
と
か
、
数

字
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、

値
段
は
そ
の
数
字×

１

０
０
円
。
あ
と
は
１
０

０
円
の
小
鉢
。

　

今
で
は
３
軒
ほ
ど
さ

せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
が
、

ま
ぁ
ど
こ
も
「
大
人
の

児
童
館
」
み
た
い
な
も

ん
で
す
（
笑
）。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら

組
合
に
は
入
っ
て
ま
す
。

知
り
合
い
の
飲
食
店
さ

ん
に
相
談
も
し
ま
し
た

し
、
前
職
で
も
労
働
組

合
の
立
ち
上
げ
な
ん
か

も
や
り
ま
し
た
し
ね
、

組
合
の
大
切
さ
は
知
っ

て
い
た
の
で
。

　

今
年
の
６
月
末
の
総

会
で
理
事
長
を
拝
命
し

た
ん
で
す
が
、
組
合
や

理
事
さ
ん
の
中
に
は
老

舗
も
あ
る
し
、
も
っ
と

活
動
的
で
若
い
理
事
さ

ん
も
い
る
し…

、
な
の

に
様
子
を
見
て
た
ら
「
あ

れ
？
自
分
に
回
っ
て
く

る
の
か
？
」と（
笑
）。「
い

や
、
も
っ
と
若
い
方
に

…

」
と
言
う
て
も
「
70

歳
は
若
い
で
す
！
」
と

返
さ
れ
て
（
笑
）。

　

ま
ぁ
最
近
で
は
店
に

立
つ
機
会
も
減
り
、
い

や
む
し
ろ
ス
タ
ッ
フ
に

は
「
週
末
は
忙
し
い
か

ら
入
ら
な
い
で
く
れ
」

と
か
（
笑
）、
戦
力
外
通

告
を
受
け
ま
し
て
（
笑
）

経
営
専
門
に
な
っ
た
の

で
。「
外
交
や
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
（
笑
）。

　

と
は
言
え
、
ま
だ
ま

だ
15
年
し
か
経
験
し
て

な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

「
困
っ
た
こ
と
な
い
で
す

か
？
」
な
ん
て
、
そ
ん
な

風
に
は
言
え
な
い
で
す

よ
。
事
務
局
員
さ
ん
に

お
願
い
し
て
、
知
ら
な

い
お
店
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
、
お
伺
い
す
る

と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

　

当
店
の
あ
る
木
屋
町

で
い
う
と
、
15
年
前
か

ら
で
も
ず
い
ぶ
ん
様
相

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

店
を
出
し
や
す
く
な
っ

た
と
は
思
う
ん
で
す
。

当
店
の
ス
タ
ッ
フ
も
独

立
し
て
い
き
ま
し
た
し

ね
。「
ウ
チ
と
近
す
ぎ
な

い
か
？
」
と
い
う
場
所

だ
っ
た
り
（
笑
）、
お
か

げ
で
人
手
が
足
り
な
く

て
困
っ
て
た
り
で
す
が

（
笑
）。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ん

か
で
は
、
タ
メ
口
で
こ

ら
れ
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）。

そ
れ
で
も
上
か
ら
押
さ

え
つ
け
は
し
た
く
な
い

ん
で
、
話
し
て
、
試
し

た
り
、
変
え
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
募
集
に
つ
い
て

も
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も

求
人
サ
イ
ト
も
や
め
て
」

と
言
わ
れ
た
り
。
当
店

は
お
客
さ
ん
が
バ
イ
ト

に
な
っ
て
、
正
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
て
、
独
立
し

て
い
く
と
い
う
流
れ
が

あ
り
ま
し
て
ね
。「
求
人

も
現
場
で
や
る
」
と
。

こ
れ
は
全
て
の
店
に
当

て
は
ま
る
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
や
り
方
も
あ
る
わ

け
で
。

　

人
手
不
足
の
解
消
も
、

組
合
員
の
拡
大
も
、
理

事
会
だ
け
の
付
き
合
い

じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
ん

な
組
合
員
さ
ん
の
お
店

に
伺
っ
て
、
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。

　

た
だ
、
私
に
は
で
き

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
れ
は
言
い
た
い
。
各

電
車
会
社
さ
ん
、
終
電

延
ば
し
て
下
さ
い
！
で

き
れ
ば
１
時
間
に
１
本

で
も
良
い
か
ら
、
終
夜

営
業
し
て
く
だ
さ
い
！

▲いわゆる餡かけ系。三つ葉やわさびを添え、塗り碗に盛るのが定石ではあるが、茶出汁の色にご
注目いただくように、あえてシンプルに盛り付けてみた
◀「しあわせ茶」120gで1080円。5gの茶葉で200ccの出汁に転用したとして、写真の料理なら1
食分が20円ぐらい。名匠、山下壽一氏や山下新貴氏が手がけた銘品から普段使いの茶葉まで扱う。
既に数10軒ほど、飲食店との取引もあるという

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２３年（令和５年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３６２号 （４）


